
（正常な場合） （正常でない場合） 

 
この時季は空気が乾燥し火災が発生しやすい季節になります。火
気の取扱いには充分注意しましょう！ 

住宅防火命を守る７つのポイント ～３つの習慣・４つの対策～ 

３つの習慣 

・寝たばこは、絶対にやめる。 

・ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。  

・ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。 

 

４つの対策 

・逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。  

・寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。  

・火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。  

・お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。      

 

あなたのおうちの住宅用火災警報器は正常に作動しますか？ 

住宅用火災警報器は古くなると電子部品の寿命や電池切れなどで火災を感知し

なくなることがあるためとても危険です！ 

  

・正常に作動するか定期的に作動確認をしましょう！ 

・10 年を目安に交換しましょう！ 

 

   

 

 

 

鳴らない場合は、「電池切れ」か「機器本体の故障」です。  

取扱説明書をご覧ください。 

   （注）警報音はメーカーにより異なります。  

 

平成 2９年度全国統一防火標語 

「火の用心 ことばを形に 習慣に」 

益田広域消防本部・消防署 


